
 

 

 

事業主のみなさま、特別徴収をご存知ですか？ 

事業主（給与支払者）が従業員（納税義務者）に
代わり、毎月従業員に支払う給与から個人住民税
を差し引き、納入していただく制度です。 

 特別徴収とは・・・ 

【お問い合わせ先】 

詳しい制度概要については、東京都主税局ホームページをご覧ください。特別徴収への切り

替え方法、税額等、具体的な内容については、各区市町村へお問い合わせください。 

※ 個人住民税は、１月１日現在に従業員の居住する区市町村が課税・徴収を行っています。 

 裏面もご覧下さい 

http://www.tax.metro.tokyo.jp/kazei/kojin_ju.html  

個人住民税ＰＲキャラクター 

「ぜいきりん」 
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6月から翌年5月までの 

給与支給の際に天引き 

 
STEP① 給与支払報告書の提出 

STEP②③ 特別徴収税額の通知  

毎年１月１日現在において給与の支払いをされている事

業主で、所得税の源泉徴収をする義務のある事業主は、

１月３１日までに「給与支払報告書」を、１月１日現在

に従業員が居住する区市町村に提出してください。 

STEP④⑤ 給与から特別徴収、個人住民税の納入（年１２回） 

毎年５月３１日までに、従業員がお住まいの区市町村か

ら事業主あてに「特別徴収税額決定通知書」が送付され

ます。年税額と月割額が通知されます。 

６月の給与から特別徴収を開始してください。区市町村

への納期限は、特別徴収した月の翌月１０日です。区市

町村から送付される納入書で、納入してください。 

（6月～翌年５月までの毎月） 
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個人住民税の納入 給与から特別徴収 
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給与支払報告書は、eLTAXによるパソ

コンからの電子申告が便利です！ 

 

Ａ 個人住民税の税額計算は区市町村が行いますので、所得税のように事業主が税額を計算した

り、年末調整をする手間はかかりません。また、従業員（納税義務者）が納付を忘れる心配も

ありません。さらに、特別徴収は納期が年１２回なので、普通徴収に比べて１回あたりの納税

額が少なくなります。 

 

Ａ 「個人住民税」とは、都や区市町村が行う住民に対する行政サービスに必要な経費を、住

民の方々に広く分担してもらうものです。一般に、「個人都民税」と「個人区市町村民税」

をあわせて「個人住民税」と呼ばれています。個人住民税は、前年の所得金額に応じて課税

される「所得割」、定額で課税される「均等割」からなっています。１月１日現在に従業員の

居住する区市町村が、課税・徴収を行っています。 

Ｑ 個人住民税とはどのような税金ですか？ 

 

Ａ 従業員（納税義務者）が前年中に給与の支払いを受けており、かつ当年の４月１日において

給与の支払いを受けている場合、事業主（給与支払者）は原則として特別徴収しなければなりま

せん。また、原則として、アルバイト、パート、役員等全ての従業員から特別徴収する必要が

あります。ただし、支給期間が１カ月を超える期間により定められている給与のみの支払いを受

けている場合、特別徴収を行う必要はありません。 

Ｑ どのような場合、特別徴収を行いますか？ 

Ｑ 特別徴収を行うメリットはありますか？ 

 

Ａ 原則として、特別徴収は毎月(計１２回)納入いただくことになっていますが、従業員（納税

義務者）が常時１０人未満の事業主（給与支払者）に限り、従業員（納税義務者）がお住まいの

区市町村に申請書を提出し承認を受けた場合には、特別徴収税額のうち、６月分から１１月分を

１２月１０日まで、１２月分から５月分を６月１０日までの年２回に分けて納入できる「納期の

特例」という制度があります。 

Ｑ 「納期の特例」とはどのような制度ですか？ 

特別徴収の流れ 


